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館長就任のあいさつ
由良憲二
2014年4月から館長を
拝命している由良です。こ
の度、当館の運営に携わる
ことになり、改めてミュー
ジアムを見学し、通信、ラ
ジオ・音響、真空管・半導
体、計算機、その他本学ゆ
かりの機器等、多数の貴重な品々が展示されてい
ることを大変誇らしく思っています。来館者が展
の価値を理解できるように説明が加えられて
いるだけでなく、品物によっては動態展示がなさ
れ、モールス信号や計算機等の体験コーナーがあ
り、加えてウェブページでも詳しく紹介されてい
ます。これらは、歴史資料館発足から 20年間、多
くの先人の方々並びに現在の学術調査員や職員の
ご尽力の賜物であり、誠に有難いことと考えます。
さて、本ミュージアム館長就任に当っての抱負
ですが、従来の取組を継続して、来館者に一層分
かりやすぐ情報通信や電子技術等の歴史を知るこ
とができる場となるようにしたいと思います。第
には、本ミュージアムをより魅力的なものにす
るために、動態展示の拡充、体験コーナーの充実、
展示品の一層詳細な説明資料の作成等を行うこと
が期待されます。第二に、ミュージアムにお越し
いただけない方々に向けたウェブページの充実も
検討したいと思います。第三には、他大学や他機
関の付属資料館などとの連携を探りたいと思って
います。
本ミュージアムは、学術調査員や職員の方のご
尽力のお陰で運営されております。この場を借り
て御礼を申し上げると共に、今後ともご協力いた
だきたくお願いします。 （おわり）
思い出話（高柳健次郎先生とのご縁を
中心に） （その 1)
青山憲太郎
昭和 8年 0933年）生まれの私が静岡大学工学
部電子工学科（第 1期生）在学中に、テレビジョ
ンの父こと高柳健次郎先生がアメリカから帰朝
される度に母校を訪れ全学学生を集めた講演会が
開かれました。私は、幸運にもキャンパスの講堂
（元高射砲の格納庫）での「米国に於ける NTSC方
式テレビ」と言う講話を聴いたことがありました。
昭和 28年～昭和 31年頃ですから、浜松市では、
テレビの放送は開始していませんでした。
学科の主任教授の岡部隆弘先生のお宅の自作テレ
ビ受像機（市販のテレビ受像機ではない）で NHK
の名古屋放送局からの試験電波を受信している白
黒テレビジョン画像を見たのがテレビション放送
聴視の初体験でした。
卒業後は日本電気株式会社に入社し、テレビジ
ョン放送機の技術開発部門に在籍しましたが、ま
?
だ西も東も解らない担当者のころ、鬼軍曹のよう
な上司の命令で、郵政省とテレビジョン学会のカ
ラーテレビジョン規格委員会に出席しました。そ
の会の座長が高柳先生でした。何回かの会議の後
に、高柳先生の「アメリカで上手くいっているか
らこの方式にしましょう」の一言で、 NTSC方式を
開発し白黒テレビジョンとカラーテレビジョンの
「コンパチビリティ（両立性）」を最大のよりどこ
ろにアメリカで実施していた NTSCカラー・テレビ
ジョン標準方式をそのまま日本の電波法に持って
こようと言うことで結論が出ました。当時、口の
悪い仲間の技術者が NTSCは NeverTwice Same 
Colorの略語だと皮肉った発言をしていましたが、
送り側の送信装置と受け側の受像機の調整には沢
山の問題もあり、今振り返ってみると、本当に言い
得て妙であったと思います。地上デジタル・テレビ
ジョンの第 2世代の高精細カラーテレビジョン画
像を見ると本当に昔日の感があります。
ある時、北陸 3県のカラー化工事 とし
て各民間放送局の技術局担当者と打ち合わせをし
ました。どの放送局も一番でカラー放送の開始を
希望しましましたが、何とか了解を戴き同時スタ
ートでお茶を濁しました。その後、ある放送局か
ら内密に「わが社だけは北陸三県でカラー放送の
一番乗りをしたい」という要請をうけて困惑した
ことがありました。上司に相談をすると「君は病
気になって、お客様との打ち合わせには出席でき
ないことにせよ」との命令で、仮病を使って金沢
の兼六公園で公然の「ずる休み」をして日頃の徹
夜続きの疲れをとったことも懐かしい思い出です。
白黒テレビジョン放送機をカラーテレビジョン
放送機に改修するための回路変更や設計変更など
は、在京の民間放送局で使用していたNTSC方式本
家のアメリカの RCA社製のテレビジョン放送機の
実物や回路図などを参考に、カラー化の改修工事
を進めました。
白黒テレビジョン放送機をカラーテレビジョン
放送機用に改修するには、①放送局全体の微分利
得 (DG)と微分位相 (DP)の特性を土20％と土20°
を満足すること ②カラーテレビジョンの
3. 58MHzの同期信号のバック・ポーチに挿入されて
いる 3.58＼旧zバースト信号を減衰させることなく
クランプする映像変調器の改修（ソフト・クランピ
ング）をすることが決定的なことでした。
特に DGおよびDP特性はスタジオ、 STL回線（ス
タジオと送信所間の信号伝送回路）および送信所
でこの特性の割り振りをするという担当部門間の
特性のぶんどり合戦が激しく行われました。送信
周波数帯域を制限される放送機に割り当てられた
特性は、紆余曲折の結果、土15％と土15゜ となりま
したがこれを満足させるためには大変に苦労をし
ました。当時の送信所では、スタジオから STリン
クを通して送られてくる映像信号の補正をする目
的で映像安定化増幅器が使用されていました。幸
いなことに、この映像安定化増幅器には DGとDP
補正回路が設けてありましたので、この補正回路
により何とか前記のDGを土15％およびDPを土15° 
に抑え込むことができました。
NECで長く勤めた事業部長時代、開発段階にあ
った CCDを相模原事業所の特別製造ラインで製造
した CCD3枚を使用した ENG(Electronic News 
Gathering)カメラを開発して、かなりの台数を
NHK報道部に納入することができました。その時
には、新しい CCDを使用した ENGカメラの開発と
うことでテレビジョン学会の”高柳賞”を受賞
しました。“高柳賞”授賞式の恒例の記念パーテイ
ーでは、高柳先生は大分お歳をとられて車いすで
の出席でしたが、当時はウイスキーの水割り（茶
色の液体でしたので）を召し上っていたように記
憶しています。 （その 1おわり）
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黎明期の半導体製造装置（その 1)
宮入源太郎
1.はじめに
筆者は 1960年に本学を卒業、当時狛江市に工場
のあった通信機メーカーの国際電気株式会社に入
社、最初の約 8年間を半導体製造装置部門で勤務
しました。当時はトランジスタの材料がゲルマニ
ウムからシリコンに転換する時期でした。当時の
トランジスタ製造装置は米国からの輸入品が圧倒
的でした。会社は、主力製品の国際通信用大型短
波送信機が国際通信の主役が衛星通信などに移り
上が低迷することから、新しい分野とし
体製造装置の開発を進めていました。私が経験し
た当時の半導体製造装置の一端をご紹介します。
2.半導体デバイスの製造工程
トランジスタに始まり IC、LSI、VLSIに至る半
導体デバイスの製造は大まかには以下のとおりで、
私の経験した当時も現在も変わっていません。
(1)単結晶を作り、ウェーハーと呼ばれる円盤状
基板を切り出す
(2)ウェーハーに回路パターンを焼き付けるウェ
ーハープロセス
(3)ウェーハーをデバイスごとに裁断してチップ
とし製品にする組立工程
(4)最終試験工程
3.シリコン単結晶引上装置
入社して最初に配属されたのが、半導体製造装
置の試験・調整現場でした。当時は半導体材料の
主役がシリコンに移る時代でした。これに対応し
て会社はシリコン単結晶の引上装置の国産機（写
真 l)を発売し、現場ではこの装置の試験・調整が
進められていました。
ゲルマニウムの融点が936℃に対しシリコンの
融点は 1,420℃で、より高温に耐える溶解装置と
（写真 1)
高精度の温度制御、精度の高い引上げ機構などが
必要とされ、これを実現した新製品なのだとの先
の話でした。
(1)シリコン溶解・引上炉
シリコン原料は直径 50mm位、深さ 50mm位の石
英ルツボに入れ、それを囲むようにつくられた黒
鉛ルツボにはめこまれて不活性ガス（アルゴン）
の流れる石英管チャンバ内に取り付けられます。
これを高周波加熱用発振機につながれたワーク
コイルが囲んでいました。（写真 2) これらを支
える炉体は単結晶を振動無く毎分 0.1,.,_,6m位で
引上げられるような機構を含み、高さが 2m位あ
りました。
（写真2)
加熱用発振機は写真 lの右側にある匡体で、発
振周波数は約 400kHz、公称出力は 15kwで強制空
冷式の大型3極真空管 1本の自励発振式でした。
?
この発振出力を微妙にコントロールするために
直流プレート電源はサイラトロンを使った制御
回路が使われていました。プレートヘの直流電圧
は最大出力時 lOkVを超えていました。
(2)シリコンの温度調節装置
シリコンの単結晶は、 9.9 • ・.％という純度
を必要とするとかで、この純度を表現するのに 9
の数でテンナインとかイレブンナインとか言わ
れていました。
そして、単結晶が安定に成長するためには
1, 400℃付近で土0.1℃の精度の温度調節が必要
なのだとの説明でした。
写真 lで左端の匡体が温度調節装置で、溶解炉
の黒鉛ルツボの下部に輻射式温度検出器を取り
付けてあり、その出力電圧（最大 lOOmV)を振動式
チョッパーで交流変換し負帰還増幅器により
流増幅しペンレコーダーに記録するとともにPID
調節器の入力とし、この出力を加熱用発振機の
流電圧制御回路に加えてサイラトロン制御で発
振管のプレート電圧を調節するという方式でし
た。温度検出器の微小な出力から発振機の高周波
を高精度に調節することでシリコンの単結
晶の製造を可能にした国内トップの製品なのだ
と先輩から聞かされました。
(3)シリコン単結晶引上げ装置の運転実演
製品の出荷検査は、この装置を運転して実際に
シリコン単結晶を引き上げることでした。
新入社員教育もそこそこに現場に投入され、先輩
のもとで装置の試験・調整と試験運転を繰り返し
たお陰で入社した翌年には客先での据え付け・試
験と運転実演が出来るようになりました。
客先に搬入し指定の場所に据付け、単体での動
作確認をし、客先から支給されたシリコン材料を
溶解炉にチャージし、会社から持参した単結晶の
種ロッドを取り付け、アルゴンガスの充てんを確
認します。客先関係者の注視のもと、メインスイ
ッチを投入し運転ボタンを押します。高圧回路の
コンタクタの轟音とともに真空管の冷却ファン
の音が聞こえ、計 6本の水銀整流管とサイラトロ
ンが青白い光で輝きます。プレート電圧計を見な
がら静かに電圧を上げていくと、黒鉛ルツボが赤
熱しさらに白熱してきたころからサングラスに
よりルツボ内のシリコン材料の溶融状況を監視
し、頃合い良しとなったところで温度調節制御を
オンにして微調整にします。溶融シリコンの液面
状態が適当と判断したら種ロッドの付いた引上
げシャフトを回転させながらゆっくりと下降さ
せていきます。種ロッドの先端が溶融シリコンの
表面に接するときが緊張の瞬間です。
設定温度が高すぎると種ロッドが溶けてしま
うし、低いと種ロッドの先端液面が凍ったような
状態になってしまいます。無事に種ロッドの接触
ができたところで、微小に温度を下げながら引
げシャフトの上昇を開始させます。種ロッドの先
端のまわりに単結晶が円盤状に成長し円盤の円
周の 3か所に単結晶の軸による角が見えたら単
結晶の成長が無事開始したことの証拠です。あと
は、シリコン温度を少しずつ下げながら引上げ速
度を上げて所要のロッド寸法（当時は直径 25mm
が目標）になるよう溶融液面を観察しながら温度
と引上げ速度を調節するだけです。 （写真 3))
（写真3)
私の周りで事の成り行きを注視していた客先担
当者に「これが単結晶です」と報告し、集まって
いた関係者が初めて見る単結晶の様子をのぞき
こむのを見ながら、ほっと安心したものです。自
分よりはるか先輩の博士級の研究者の方々が、入
?
社 1年そこそこの若造の説明に真剣に耳を傾け
観察する様子に社会人として仕事を成し遂げた
という満足感を味わったことをおぼえています。
現在では単結晶のロッド直径は300mmを越して
いるようです。
次回は拡散炉についてご紹介します。（おわり）
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収蔵雑誌整理の現況
和田光弘
最近、昭和 10年代の雑誌に興味をもち、
倉庫の整理の傍らページをめくることがあります。
なぜその頃かというと、百田尚樹著の『永遠の O』
を読んでからで、「零式艦上戦闘機」 (1940年（昭
和 15年）試作機完成）に搭載された無線機は、実
際には殆ど役に立たず、パイロットはもっぱら手
ぶりによる合図で編隊飛行や空中戦を行っていた
とあり興味を持ったからです。
2, 200kmの航続距離を誇った零戦に搭載された
通信機は、電信電話共用で対地通信距離が約 100km
だった様です。無人のグローバルホークが、カリ
フォルニアから無線操縦だけで飛行を続け、三沢
基地に正確に着陸する現代とは隔世の感があり、
74年の歳月がたっています。しかし、現在
6歳の私はその 74年のうち 6年を生きた訳です
から、そんなに昔の話ではありません。
ミュージアム入口近くの廊下のショーケースに、
1945年（昭和 20年）製の軍用機に搭載された無線
通信機が展示されています。電信電話共用でモー
ルス信号用の電鍵やヘッドフォーンもついていま
す。展示品は2座式用ですので、単座の零戦用で
はないようですが、当時のパイロットが、エンジ
ン騒音の中、飛行機を操縦しながら、無線機の同
調をとり音声／信号に耳を集中させるのは、想像を
絶する困難さだったに違いありません。当時この
無線機がどのように評価されたのか興味のあると
ころです。
さて、『永遠の 0』がきっかけになった私の興味
は、図書館倉庫に保管されている、 1925年（大正
14年） 1月に創刊され、 1943年（昭和 18年） 2月ま
での 18年間刊行された「日本ラヂオ協会」発行の
『ラヂオの日本』に向きました。学術調査員の宮
入さんから戦前・戦中の雑誌で、技術的に定評の
ある雑誌だと伺っていました。内容は、ラジオ受
信機に関連した技術解説、試作機の紹介、外国や
内の最新機器の紹介、初期のテレビ技術に関す
る論文等です。
その中から、最近私が発見した、『前畑、頑張
れ！』で有名な「ベルリンオリンピック」 (1936
年（昭和 1年）に関係した面白い記事をご紹介し
たいと思います。（送り仮名はできるだけ原文のま
まにしてあります。）読まれる前にクイズを一つ。
「ベルリンオリンピックの日本選手団（約 160余
名）は、乗り物は何でベルリンまで行ったでしょ
うか？」 （以下、「ラヂオの日本」 1937年（昭和 12
年） 1月号 31頁より抜粋）
* ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
独逸に於けるオリムピック國際放送
日本放送協会業務局 頼母木慎六
出発からベルリン着まで
オリムピック声の代表、河西、山本両君のお伴
を仰せつかつて、六月二十日、オリムピック代表
の臨時列車に便乗、東京駅を出発して、朝鮮、満
州各地放送局の非常な歓送裡に、汽車は満州里か
ら愈々ソヴィエット領に入り、無柳、倦怠の十五
日を、食つては寝、食つては寝て、ポーランド國
境からワゴン・リーの壮麗な列車に乗替え、やれ
?
やれと思ふ間もなく伯林（ベルリン）に到着した
のは七月三日午前八時半。
駅頭は歓迎のドイツ官民と一般民衆で大した賑
ひであったが、我々同行三人は迎へる人もなく、
予め宿の予定もなかつたので、実はウロウロと誰
か情け深い人の出現を待っていた。
やがて体協の麻生君が顔を見せて『ドイツ放送
会社の人が迎へに来ていて、君達を探しているヨ』
と伝言してくれた。やれやれと思って、プラット・
ホームを探し廻る中、漸くにして、コッホ嬢、ク
リスチアニ君外ー名のフンク・ハウス歓迎員が見
付かった。
先方も大分訪ね廻っていたらしいので、お互い
にホッと安堵の胸を撫で下ろしたことであった。
（以下省略）
**************************** 
クイズの答えは、「鉄道」だった訳ですが、明治・
大正時代にヨーロッパに行くには、 40日以上かけ
て船で行くしかなかった訳ですが、昭和の初期に
は、シベリア経由でも行けるようになり、オリン
ピック日本選手団がさっそくそれを利用したこと
が面白く感じられました。 （おわり）
学術調査員紹介
青山憲太郎
昭和 8年4月16日、静岡
県浜松市鴨江町（現在は中
央区鴨江町）に生まれ、昭
和15年4月に浜松市鴨江尋
常小学校入学しました。戦
時中は、焼夷弾爆撃により
2回も焼き出され、終戦直前は浜松駅裏で艦砲射
撃の洗礼まで受けました。昭和 20年 8月の敗戦
は名古屋市瑞穂区笠寺で迎え、翌年に浜松市第—
中学校に入学し、新制の併設中学校を経て浜松西
高等学校に通算 6年間を過ごしました。現在、巷
では話題になっている“中高一貫校教育”のモル
モット的学校生活を過ごしました。
昭和 27年4月、静岡大学工学部に入学し、
般教養課程の終了後、マグネトロンの発明で有名
な岡部金治郎の娘婿の岡部隆博教授が開設した
電子工学科の第一期生 20人の一人として、ゼミ
に参加しました。ゼミの 2年間は、 “6mm波マ
グネトロンの製作と発振実験”というテーマで、
毎日試験管ほどの筒ガラス管からモリブデンを
使用したステム作りに明け暮れました。やっとス
テムが何とか製作できるようになり機構分門で
製作して貰った菊型陽極とタングステン・フィラ
メントをステムにマウントして排気直前のマグ
ネトロンを製作しました。酸素ボンベを使用した
ガラス溶接も何とか出来るようになり、何本ぐら
いマグネトロンを製作したかは記憶が定かでは
ありませんが、ガラス細工を楽しみながら相当数
製作をしました。名前は失念しましたゼミ担当の
助手の方の指導を戴き、ロータリーポンプと油拡
散ポンプの組み合わせで、仲間と徹夜をしながら
排気作業をしたのは懐かしい思い出です。使用し
たガラス材料、モリプデン、タングステン、
酸素ボンベ、エージング用の電気炉、大型
マグネットと動作試験装置などは、全て岡部隆博
教授の私財で準備された材料や装置で実験をし
て卒業論文を提出しました。動作試験用の大型マ
グネットを駆動するバッテリーは、元高射砲連隊
の未使用品のトラックのユアサの大型バッテリ
ーの初期充電を徹夜で行い、動作試験に備えまし
た。初期充電中に実験室にあった薬用アルコール
を水で薄めたり、醤油などを添加して試飲しまし
たが、口の中が“フワー”として何とも不思議な
味がしましたが、今は時効となったほろ苦い思い
出です。レッヘル線を使用した実験で何とか
“6mm波の発振“を確認してゼミの卒業論文を
書き上げて、卒業の目安が出来た頃、岡部隆博教
授の推薦で日本電気株式会社を受験し、その日の
うちに、内定の電報を受け取りました。 浜松か
ら上京して三田の日本電気株式会社で入社試験
を受けた後は、秋葉原へ行き RCAの6AK5を2
?
本個購入し帰宅したのを覚えています。 6AK5を
何に使用したか、今では覚えていません。
昭和 31年 4月2日に日本電気株式会社に入社
し、主としてテレビ送信機の開発業務を行いまし
た。静岡放送に納入した世界で初めての全個体化
lkWテレビビジョン放送機、東京 3局（フジテ
レビ、日本教育テレビおよび東京 12チャンネル）
への 25kWテレビジョン放送機 3台方式による
50kW放送装置の納入などに関わりました。特に、
フジテレビでは、当ミュージアムの学術調査員の
山肩昭夫さんとは製造会社と顧客との関係で大
変にお世話になりました。本当に懐かしい思い出
が沢山あり、何れ山肩昭夫さんからご紹介を戴け
る機会があるんものと期待をしております。
国内および海外顧客との技術ネゴ、我が国で初
めての UHFテレビジョン放送の開始に先駆けて
札幌テレビジョン手稲山放送局の現地据え付け
UHFテレビジョン放送局の現地
レーシア国営テレビジョン全国網
設置の技術指導を初めとして、 lMW超大型クラ
イストロンを使用した東海村のトカマク核融合
装置の RF装置の開発指導などに参加することが
出来ました。今思えば、私の半生の殆どは、白黒
からカラーのアナログ・テレビジョン放送機に関
わる仕事で明け暮れたと思っています。
趣味の真空管コレクションは、高校、大学の先
もあり、名古屋放送 (CBC)OBでもある当
ミュージアム学術調査員の村松健彦先輩から、あ
るとき 100種、 100本の真空管を譲渡されたのが
機会で“真空管コレクションの極悪道”に迷い込
みました。この極悪道はこの世をおさらばするま
で抜けられそうにありません。自宅に保有する
空管は、クズ真空管を含めて6,000本程度ですが、
余り価値ある物はありません。現在、月 1回開催
の“電子管史研究会”での真空管に関する研究議
論と毎週金曜日にミュージアムに出館して、些か
のお手伝いが出来るのを健康維持の根源と考え
ています。 （おわり）
出澤正徳
(1)出身
1 9 4 3年 7月東京都で生
まれ、茨城県水戸市で育ちま
した。
(2)専門分野
情報科学｛知覚システム，計
算科学，図形・画像・映像情
報の入出カ・処理，センシング技術，オプトメカ
トロニクス、など｝
(3) 
19 6 2. 3水戸工業高等学校電気科卒、
1968. 3横浜国立大学工学部 2部機械工学科卒
1973. 3東京大学大学院工学系研究科博士課程
産業機械工学専攻修了、
(4)職歴
19 6 2. 3-19 64. 3 :理研光学工業株式会社（在職中に
株式会社リコーに社名変更）
1964. 4-1968. 4：横浜国立大学工学部・電気工学科
1973. 4-1993. 3 :理化学研究所・情報科学研究室
193. 4-2009. 3 :電気通信大学院・情報システム学
研究科・教授。
理研光学工業の入社式での市村清社長の挨拶で
「起業して出て行け、応援するぞ」なる趣旨
葉のみが今も脳裏に焼き付いています。起業では
ないが2年後に退職、横浜国立大工学部の技術員
となり、電気工学科の自動制御の研究室で制御シ
ステムの信頼性や安全性の調査に取り組み、夜は
機械工学科に学びました。東大・大学院時代は耐
の研究室に所属し、原子炉格納容器や配管
系のモデルによる振動試験などにも従事しました。
そのようなこともあり、今回の福島原発の災害に
は特に心を痛めています。学位論文は機械図面の
自動読み取りと立体構成の研究でした。理化学研
究所時代は、後藤英一主任研究員が主宰する情報
科学研究室に所属し、図形・画像・映像情報の入
出カ・処理、形状計測法やセンサの開発、電子ビ
ームシステム、脳機能とその工学的実現などの研
?
究に携わりました。情報科学研究室で発明・開発
した可変成形ビーム方式の電子ビーム描画装置は、
40年近くを経た現在でも、共同開発した日本電
子製の本格システムのみでも 50セット以上、世
界中ではおそらく 15 0セット以上が稼働中で、
半導体産業の縁の下を支えています。この装置は
スーパーコンピュータ京の CPU チップ (SPARC64™
VII I fx)の作成にも使用されました。電通大では、
独立大学院・情報システム学研究科のヒューマン
インターフェース学講座研究室において、計測法
や視覚の研究に携わり、毎年、研究成果を ISシン
ポジウム「Sensing and Perception」で公表し
てきました (1~1 6回）。当ミュージアムでの錯
視に関する展示はこれらの研究成果の一部です。
(5)余話
出生地が東京都（東京逓信病院）なのは父が逓
信省（中央郵便局）に勤務していたためです。
後まもなくの水戸に疎開、また、戦後、農地解放
などのため父は逓信省を辞め農家を継いだため育
ったのは水戸です。なお、父は4年前に98オ1
0ヶ月で他界しましたが、その少し前、「師範学校
を目指していたが早生まれで旧制中学卒業後 1年
間待たされるので逓信講習所に入所し、そのまま
修了して逓信省に勤めた。そして、電通大の前身
である目黒の無線電信講習所も何度か訪れた」と
聞かされました。 （おわり）
編集後記
4月から館長に就任された由良 憲二先生に就
任ごあいさつをいただきました。ミュージアムの
現状についてのより深いご理解と今後の進め方
についての指針をいただけることを期待いたし
ます。
□青山憲太郎さんに、母校の先輩である高柳健次
郎とのゆかりを中心に学生時代から現役時代ま
での思い出をご執筆いただきました。今回は（そ
の 1)として日本電気（株）在勤時代までを掲載さ
せていただきました。その後については（その 2)
として次号に掲載させていただきます。
口収蔵雑誌の整理に奮闘中の和田光弘さんには、
雑誌との付き合いの中で感じたエピソードをご
執筆いただきました。
□3月に電予情報通信学会編による電子情報通信
レクチャーシリーズ「電子情報通信と産業」とい
う本がコロナ社から発行されました。筆者の西村
吉雄氏は日経BP社発行の雑誌「日経エレクトロ
ニクス」の編集長などを務められた方で、この本
では電子情報通信分野の産業活動を歴史的に記
述しています。明治初めに電信として産声をあげ
た日本の電気分野は今や社会のあらゆるところ
にその技術が発展拡大して、もはや「電気通信」
というくくりだけでもその全貌を捉えることは
極めて困難な時代になっていると思います。専門
技術についての書籍中心の学会が産業という視
点から電子情報通信を歴史的に展望する
企画した背景にはこんな書物の必要性があった
のかと感じました。
口次号（第7号）は 10月末を予定しています。
皆様のご投稿を 9月末までにお寄せ下さい。
原稿は、 Eメールの場合は
gmivairi@triton.ocn.ne.ip までお送り下さい。
またはワープロ印字したものを事務局に
届けていただいても結構です。
（宮入源太郎）
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